
　　防災訓練においてデジタル移動無線のバックアップをおこなう事例です。
　　①運営委員が集合し避難所の安全やライフラインの点検後、開設を宣言し避難者を受入れます。

　　②運営委員はデジタル移動無線で区役所に、避難場所開設を通報するなどの情報伝達訓練をおこないます。

　  ③アマチュア無線は②同じ内容を無線で区役所無線局に通報し、デジタル移動無線のバックアップをします。

　

　●運営委員集合  ●協力会会員集合
　　・人数確認

　●校舎、避難施設の点検  ●無線通信準備
　　・防災備蓄庫の開錠   ・机、椅子を借用
　　・校舎外壁目視チェック   ・アンテナ設営
　　・体育館内安全確認   ・無線機設置・調整
　　・ライフライン使用可否確認

　●地域防災拠点開設宣言
　　・開設時刻

　●避難者受入れ開始
　  ・避難者カード（兼 安否確認票）記入
　　　　　　　　　　　　　

　●デジタル移動無線の操作訓練と  ●アマチュア無線に
情報伝達訓練 　　　　 　よる通報

炊き出し訓練・試食

　　　　

評価・訓練終了

　アマチュア無線非常通信協力会の地域防災拠点での訓練参加例
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                  アマチュア無線非常通信協力会の役割

　【デジタル移動無線】
　デジタル移動無線は、平成17年から横浜市内の約450の全地域防災拠点に設置
　されています。災害時にはデジタル移動無線を使用して、地域防災拠点と区
  役所間の情報受伝達をすることが想定されています。

しかし、
　【回線数に懸念】
　電話感覚の双方向同時通話のため、2回線を使用することになります。ところ
　が用意されている回線は市全体で40回線分しかないため、20組が同時使用する
　と回線がただちに満杯になり、それ以上の通信が出来なくなってしまいます。
　　
そこで
　【アマチュア無線を使用して】
　アマチュア無線非常通信協力会はデジタル移動無線の補完機能（バックアップ）
　として、アマチュア無線を使用して、地域防災拠点と区役所間の情報受伝達に
  協力するという役目を担います。

　　　具体的な活動例を次ページに示します。

横浜市アマチュア無線非常通信協力会・金沢区支部


